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～ 地価公示が発表されました ～

今月号は先月２２日に公表された「地価公示」について取り上げたいと思います。

国土交通省発表による令和５年地価公示は、全国２６０００地点を対象に、今年
１月１日時点の価格を調査した結果、１年間の地価動向として、次の様な結果が
得られました。

【全 国 平 均】全用途平均・住宅地・商業地のいずれも２年連続で上昇し、上昇率
が拡大。

【三大都市圏】全用途平均・住宅地は、東京圏、大阪圏、名古屋圏のいずれも
２年連続で上昇し、上昇率が拡大。

商業地は、東京圏、名古屋圏で２年連続で上昇し、上昇率が拡大
するとともに、大阪圏では３年ぶりに上昇に転じた。

【地 方 圏】全用途平均・住宅地・商業地のいずれも２年連続で上昇し、上昇率
が拡大。
地方四市（札幌市・仙台市・広島市・福岡市）では、全用途平均・
住宅地・商業地のいずれも１０年連続で上昇し、上昇率が拡大。

その他の地域では、全用途平均・商業地は３年ぶり、住宅地は
２８年ぶりに上昇に転じた。

○ 愛知県
住宅地が２.３％、商業地で３.４％の上昇となりました。
コロナ禍でも経済活動の再開と共に土地需要が伸び、上昇率は前年よりも拡大。
特に住宅地などの上昇は西三河及び知多北部で高く、住宅ローンの低金利を背景に
住宅購入意欲が依然高い状況にある状態が続いている状況です。

○ 岐阜県
住宅地、商業地共に３１年連続の下落となりましたが、
下落幅は減少。
上昇地点数が前年から増加し、全体の２割あまりを
占めました。

○ 三重県
こちらも岐阜県と同じく、３１年連続の下落でしたが、
下落幅が２年連続の減少。上昇地点が増加傾向に。

＜東海３県の地価公示については＞



私たちは、土地や建物の仲介のみではなく、
声かけ頂ければ、何でもお役に立てます！

～土地・建物のよろず屋～

https://maruhiro2103.co.jp

○ 住宅地

県全体の平均変動率は前年の１％の上昇から１.３ポイントの拡大。
市町村別でみると３９市町で上昇に転じ、前年の３１市町から更に増えました。
上昇率が最も大きいのは東海市で、名古屋市に比割安感があり、非常に需要が高く
なっている傾向。
市の中心部、名鉄常滑線・太田川駅から
特急列車に乗れば名古屋駅までわずか
１７分。
中部国際空港へも最短２０分ほどで到着
するなど、交通の便が良いわりに、地価
はまだまだお得ということが要因の１つ
でした。

＜愛知県内については＞

○商業地

平均変動率は前年の１.７％から１.７ポイント拡大。
市町村別でみると３３市町で上昇、トップは安城市で２位以下も西三河や知多北部
の自治体が続きました。
上昇の要因としては、商業地ながらもマンション用地として
の需要があることの様です。

また、名古屋市内については全区で上昇率が拡大し、
最も大きいのは東区の６.４％
となりました。
名駅周辺をはじめ、中心部の
栄地区を念頭に再開発が進み
上昇への潜在力が高まって
いる模様です。


	スライド 1
	スライド 2

